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この授業では、 

事前課題で各自が考えた UFO（未確認飛行物体）を持ち寄り、11 月 3 日に各班で 2030 年

ごろのロボット技術（RT) ・情報技術（IT)・ナノ技術（NT) ・バイオ技術（BT)などの

先端科学技術をイメージしながら、生活に役立つ UFO の説明図や簡単な模型を試作しま

す。最後に、最も印象深く自分も使ってみたいと思う UFO を多数決で選びます。 

この授業は、UFO を想像/創造する過程で、皆さん各自が生まれ持っている今まで気がつか

なかった「想像力+創造力」を引き出すためのゲームと考えてください。遊び心を持って、自

由に取り組んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成手順 

（１） まず、今、自分や周りの人たちが日常生活で困っていることを、いろいろと思い

浮かべてください。 

（例：真夜中、蚊が耳のそばに「ブーン」と寄ってくる。

殺虫剤を使うと息苦しくなるし、深夜電灯点けて、蚊と戦

うのも嫌だ。困ったなぁ～） 

 

（２） 次に、それらを UFO で解決できないか、想像してみてく

ださい。（例：蚊を退治してくれる超小型 UFO があればい

いな。メモっとこう！右図参照） 

 

（３） 最後に、その解決策を、落書きしながら、ペーパーにまと

めてみてください。11 月 3 日には、これを忘れずにご持参

ください。（例：次図参照 大きさは直径３ｃｍ、日頃は

小型充電器（直径５ｃｍ）上で待機し、超高感度赤外線セ

ンサーで、蚊を発見したら浮上し、蚊を退治する説明図） 

修猷館出前授業（2011.11.03）の事前課題 

「想像力＋創造力を鍛えよう！」 

「生活に役立つＵＦＯを創ってみよう！」 

薄 俊也 

事前課題 

各自、日常生活に役立つ UFO を次の作成手順に従って、ペーパーにまとめてください。 

ただし、UFO の大きさは自由（例えば、1cm でも 100ｍでも OK）とします。 

また、2030 年ぐらいの未来を想定し、ロボット技術（RT)・情報技術（IT)・ナノ技術（NT)・

バイオ技術（BT)などの先端科学技術の進歩を先取りして結構です。 

http://www.geocities.jp/shunya_susuki/shusshjp/2011/nano.htm


2 

 

  

（注）先端科学技術：今回の課題「UFO」はロボット技術（RT）と関係が深いですが、その他

の情報技術（IT) ・ナノ技術（NT) ・バイオ技術（BT)の分野における、まだ世の中に出ていない

開発途上の新素材、電子回路、センサー等、自由に想像して盛り込まれて結構です。 

ナノテクノロジー（NT）とは「ナノ（１０億分の１）メートルのオーダーで原子・分子を操作・

制御することにより、ナノサイズ特有の物質特性等を利用して全く新しい機能を発現させ、

科学技術の新たな領域を切り拓き、幅広い産業の技術革新を先導するもの」 

すなわち、素材・IT・バイオなどの広範な産業分野の基盤技術であり、例えば 

・ 素材の分野では：電気・磁気・光学・強度・耐熱性など新たな物質特性を持つ素材 

・ 情報技術（IT）分野では：超小型・超低消費電力化の次世代半導体、手のひらサイズのス

ーパーコンピュータ、現在の 3 桁以上の記憶装置 

・ バイオ技術（BT）分野では：数個のガン細胞を検出する高感度センサー、患部にのみ治

療効果がある医薬品などが、ナノのオーダーで研究開発されています。 

次頁以降の独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の資料もご参照ください。 

その他、今回の UFO には情報技術（IT）の以下のようなシステム技術も応用できます。 

・ クラウドコンピューティング：ネットワーク、特にインターネットをベースとしたコ

ンピュータの利用形態。従来は、ユーザーがコンピュータのハードウェア、ソフトウ

ェア、データなどを、自分自身で保有・管理していたのに対し、ユーザーはネットワ

ーク経由でコンピュータ処理をサービスとして受け、その利用料金を払うシステム。 

・ GPS（ Global Positioning System，全地球測位システム）：地球上の現在位置を測定

するための衛星測位システムの一つであり米国によって運用されるシステム。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E7%90%83
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%9B%E6%98%9F%E6%B8%AC%E4%BD%8D%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0
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